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研究成果の概要：前十字靭帯損傷後の手術を受けた症例について、術後4ヶ月の時点で介入訓練を実施した。合
計11症例に実施し、明らかな有害事象は発生しなかった。第一症例についての研究結果報告は「Journal of 
Physical Therapy Science, DOI:https://org/10.1589/jpts.33.84」に投稿済みである。
HAL介入によって認められた効果として、患側筋力の回復、関節可動域の改善、筋電図学的解析では異常筋活動
の抑制、左右筋活動バランスの改善が認められた。

研究分野： リハビリテーション

キーワード： 前十字靭帯損傷　ロボットスーツHAL
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研究成果の学術的意義や社会的意義
前十字靭帯損傷後の術後4ヶ月の時点でHAL介入によって認められた効果として、患側筋力の回復、関節可動域の
改善、筋電図学的解析では異常筋活動の抑制、左右筋活動バランスの改善が認められた。前十字靭帯再建後の長
期目標は良好な膝関節機能改善による再断裂の予防と競技復帰である。手術後一定期間が経過した段階において
もHAL介入効果が得られたことは、介入による生体反応の結果によるものと推察され、より詳細な介入効果の検
討と介入期間の拡大を行うことで、最終的な目標である、良好な膝関節機能回復による競技復帰と再断裂予防に
つながる研究になりうると考える。
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※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
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１．研究の目的 
 
前十字靭帯損傷患者に対し、単関節 HAL を用いて膝関節伸展・屈曲訓練を行い、膝関節機能を
改善させる有効なリハビリテーションツールになり得るかを検証する。 
 
 
 
 
 
 
２．研究成果 
 
前十字靭帯損傷後の手術を受けた症例について、術後 4ヶ月の時点で介入訓練を実施した。合
計 11 症例に実施し、明らかな有害事象は発生しなかった。第一症例についての研究結果報告は
「Journal of Physical Therapy Science, DOI:https://org/10.1589/jpts.33.84」に投稿済み
である。 
HAL 介入によって認められた効果として、患側筋力の回復、関節可動域の改善、筋電図学的解
析では異常筋活動の抑制、左右筋活動バランスの改善が認められた。合計 11 症例の介入結果の
報告については、「Asia-Pacific Journal of Sports Medicine, Arthroscopy, Rehabilitation 
and Technology」に投稿予定である。 
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